
データの活用

資料は、あるクラスの徒歩通学生徒 16 名の通学時間を調
べ，その値を左から小さい順に並べたものである。
最小値、最大値、範囲（レンジ）を答えなさい。

最小値・最大値・範囲（レンジ）

最小値・・・5分
最大値・・・35分
範囲（レンジ）・・・30分

範囲は、最大値と最小値の差で求める。
　　　35分－5分＝30分

例題
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データの活用
このような表を度数分布表という。

階級値

階級値は階級の中央の値→階級の平均で求める
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データの活用
最頻値：度数がもっとも多い階級の階級値のこと

表から最頻値を求めよ例題

最頻値を階級で答えないように注意しよう！

❌

20m以上30m未満

二B當"

← 度数が最大

{
階級値を求 める

( 20 + 30 ) ÷ 2 = 25
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データの活用
平均値を求める→①階級値

✖

度数の和を求める
　　　　　　　　②度数の合計で割る

階級値

✖

度数

7.5×2＝15
12.5×5＝62.5
17.5×10＝175
22.5×6＝135
27.5×8＝220
32.5×6＝195
37.5×2＝75
42.5×1＝42.5

合計920分

920÷40＝23分

平均値23分

表は、ある学級の生徒 40 人の通学時間を度数分
布表に整理 したものである。平均値を求めよ。

例題
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データの活用
このようなグラフをヒストグラムという

A中学校のバスケットボール部は、
ある日の練習で、全ての部員がそれ
ぞれシュートを5回ずつ行い、成功
した回数を記録した。右の図は，そ
の記録をもとに、成功した回数別の
人数をグラフに表したものである。

①部員の人数を求めなさい

縦軸のメモリを全て足すと求めることができる。
4＋5＋5＋2＋3＋1＝20人

②成功した回数の平均値を求めなさい。

平均値もグラフから求めることができる。

（0回×4人）＋（1回×5人）＋（2回×5人）＋（3回×2人）＋（4回×3人）＋（5回×1人）

＝0＋5＋10＋6＋12＋5
＝38回

38回÷20人＝1.9回
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データの活用
中央値（メジアン）：資料を大きさの順に並べた
ときに、中央の順位にくる値

データが奇数個のとき→中央値は1つ

○○○○○○○○○○○

データが偶数個のとき→中央値は2つ
　　　　　　　→2つの値の平均が中央値

○○○○○○○○○○
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例題

2022大阪



2022大阪

小さい順に並べると

26、27、27、28、30、31、32

中央値：28回
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例題

2022沖縄



2022沖縄

データが偶数個なので、
中央にくるのは7冊と9冊
これの平均が中央値なので

（7＋9）÷２＝8

8冊
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データの中央は何番目かの求め方

データが奇数個のとき→2つにちょうど分けることができない
　　　　　　　　　　　→データの個数から1を引いて2つに分ける

例：データが23個→23－1＝22
　　　　　　　　　　22÷2＝11
　　　つまり23個は、11・1・11に分けられて
　　　　　　　　　　　　　　12番目が中央になる

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

データが偶数個のとき→データの個数を2つに分ける

例：データが22個→22÷2＝11
　　　つまり22個は、11・11に分けられて
　　　　　　　　　　　11番目と12番目が中央になる

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

特にデータが多いときに中央が何番目かわからなくなる！！
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表は、ある学級の生徒 40 人の通学時間を度数分
布表に整理 したものである。中央値を求めよ。

例題



表は、ある学級の生徒 40 人の通学時間を度数分
布表に整理 したものである。中央値を求めよ。

40人を2つに分けると、
40÷2＝20ずつに分けられる
　↓
20番目と21番目が中央にくる

20分以上25分未満の階級
に中央値が含まれる
↓

階級値で答えるので
　（20＋25）÷2＝22.5

中央値：22.5分
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例題

2022東京



2022東京

データが33人と奇数なので、1を引いてから2つに分ける

33－1＝32→32÷2＝16
に分けられる

↓
17番目が中央の値になる

よって表から中央値は4回
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データの活用
相対度数：各階級の度数を、総度数でわった値

例題

度数14を、総度数の40でわる

2022広島

14÷40＝0.35

相対度数は全体に占める割合のことなの
で、「割合（％）を求めなさい」のとき
は相対度数を求めるのと同じこと
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累積相対度数：最小の階級から各階級までの
　　　　　　　　　　　相対度数を加えたもの

るいせき

2
4

ア
イ

ウ

エ

ア～エを求めてみよう。

ア：2÷20＝0.10
イ：4÷20＝0.20
ウ：0.10＋0.20＋0.35＋0.10＝0.75
エ：0.10＋0.20＋0.35＋0.10＋0.20＝0.95

例題
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累積度数：最小の階級から各階級までの
　　　　　　　　　　　度数を加えたもの

るいせき

2
4

ア
イ

ウ

エ

累積度数を使うと、累積相対度
数を一発で求めることができる

ウ：15÷20＝0.75

エ：19÷20＝0.95

累積度数
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2022滋賀

問題



2022滋賀

A中学校の10m以上20m未満の相対度数
　　66÷220＝0.3

B中学校の10m以上20m未満の相対度数は0.3になるので
　　ア÷60＝0.3となり
　　ア＝0.3×60
　　ア＝18人



問題

2022福岡



2022福岡20m未満の累積度数は6＋9＋17＝32

累積相対度数は32÷60＝0.533333

よって、0.53
ゃ



演習問題



2022岩手

問題



問題 ウ

30人の中央値は
30÷2＝15
　↓
15番目と16番目
　↓
1組は5冊
2組は4冊
が中央値になる
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問題

2022秋田



10個の中央は、
10÷2＝5なので
5番目と6番目

P は I 0 個 に 対 して 1個

つ Q は 10個に対 して 2個

凶
Qの 方 が

相対度数高 い

I *
*

P の 最頻値 は 56: 57 kg
Q の " は= 55 kg

中央値は 5= 57 kg

Q の " は= 55 kg



問題

2022宮城



2022宮城

100人の中央は、100÷2＝50なので50番目と51番目

したがって、A中学校で50番目と51番目が入っている階級は、
20m以上25m未満の階級
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問題
2022宮城



B中学校50人の中央にくるの
は、50÷2＝25なので、25番目
と26番目
　↓
よって中央値が含まれる階級
は、20m以上25m未満

A中学校
20÷100＝0.2
B中学校
6÷50＝0.12

A中学校は15m以上20m未満までの累積度数が、3＋17＋26＝46
よって累積相対度数は46÷100＝0.46

B中学校は15m以上20m未満までの累積度数が、1＋8＋15＝24
よって累積相対度数は24÷50＝0.48
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よて B の 方 が 大 きい



問題
2022山形



2022山形
42試合の中央は42÷2＝21なので
21番目と22番目になり、中央値は1点

今年の30試合の中央は30÷2＝15なので15番目と16番目になる。
中央値が1点なのはア、ウ、エ

最頻値2点中央値が
（1＋2）÷2
＝1.5点

アの得点が1点以上の試合数の割合（相対度数）は
　　23÷30＝0.76・・・
ウの得点が1点以上の試合数の割合（相対度数）は
　　21÷30＝0.7 以上からアが正解

ー

最頻値点 ゝ 昨年 30 試合 なので
相対度数 30 ÷ 42

= 0 .
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問題

2022福島



2022福島

小さい順に並べると
4、7、9、10、11、13、18、18、20、25

10人なので10÷2＝5で中央は5番目と6番目

（11＋13）÷2＝12

12分
//



問題
2022群馬



2022群馬

A中学校 B中学校

相対度数から人数に戻すには、全体の人数×相対度数

A中学校の25m以上の生徒が占める割合は、
  相対度数を足せばいいので、0.10+0.10=0.20
B中学校の25m以上の生徒が占める割合は、
  相対度数を足せばいいので、0.20+0.15=0.35

ウについて

つ2人9人 …

-10人

6人… 8人

6人

4人3人…

2 人 … …

e ー×
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ーイわからない



問題

2022石川



また、12人の中央は12÷2＝6なので6番目、7番目
となり、6番目と7番目がアに入ると中央値は2回に
なる。

よってアが2人以上になれば、中央値は2回になる

アとイの合計人数は5人

アが2人、イが3人
アが3人、イが2人
アが4人、イが1人
アが5人、イが0人 以上より

4通り
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問題

2022福井



10人なので10÷2＝5で中央は5番目と6番目だから

平均値をabで表すと
（1＋1＋2＋2＋4＋4＋5＋6＋a＋b）÷10＝3
　（25＋a＋b）÷10＝3
　　25＋a＋b＝30
　　a＋b＝5

1、1、1、2、2、4、4、4、5、6

bの方が大きいので
a,b=(0,5)(1,4)(2,3)の3通り

a,b=1,4のとき

1、1、2、2、2、3、4、4、5、6
a,b=2,3のとき

a,b=0,5のとき
0、1、1、2、2、4、4、5、5、6

中央値3

中央値2.5

(a,b)=(0,5)と(1,4)

↓ × 10

全体 を
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問題

2022静岡



最大値と最小値の差

12－1＝11

11日
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問題

2022愛知



2022愛知

（1＋3＋5＋a＋10＋12）÷6

（5＋a）÷2{ = * …)
(

= a… 中値 "
ts- 5ta
↓ 全体 16 倍

×土31 t a = 3 ( 5ta)

↳ 31 ta = 15 t 3 a



2022奈良

問題



2022奈良

40人の中央は40÷2＝20なので20番目と21番目

これが含まれる階級は20分以上25分未満の階級

度数は6なので、相対度数は6÷40＝0.15
い



問題

2022京都



2022京都

ア平均値は、（0×14＋1×13＋2×12＋3×2＋4×1）÷42
　　　　　　　＝（0＋13＋24＋6＋4）÷42
　　　　　　　＝47÷42
　　　　　　　＝1.1・・・

イの中央は42÷2＝21で21番目と22番目なので1点

ウ最頻値は0点

よってウ→イ→ア
リ



問題

2022大阪



平均値aは、（2×1＋3×4＋4×3＋5×2＋6×1＋12×1）÷12
　　　　　　＝（2＋12＋12＋10＋6＋12）12
　　　　　　＝54÷12
　　　　　　＝4.5

最頻値bは3冊

中央値cは、12人の中央は12÷2＝6なので6番目と7番目　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だから、4冊

以上よりb＜c＜a



問題

2022山口



19市とデータが奇数なので
　　19－1＝18→18÷2＝9だから

中央は10番目
よって200人以上300人未満

9 9c なり



問題

2022香川



2022香川
6ヶ月間の平均値＝（1＋6＋4＋2＋8＋3）÷6＝4冊

7ヶ月間の平均値＝（1＋6＋4＋2＋8＋3＋4）÷7＝4冊

6ヶ月の中央値は1、2、3、4、6、8なので（3＋4）÷2＝3.5

7ヶ月の中央値は1、2、3、4、4、6、8なので4冊

0
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問題

2022愛媛



2022愛媛

ウ　Aの7時間未満の生徒は10人＋3人＝13人
　　　　その割合（相対度数）は13÷30＝0.43→43％

エ　B90人の中央は90÷2＝45なので45番目と46番目
　　　　　になり、7時間以上8時間未満の階級に含まれる

ー

X × A は
7 ÷ 30 = 0

.

23 "

B は 21 ÷ 90 = 0
.
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問題

2022高知



2022高知

200cm以上230cm未満の生徒の人数は
　表から8＋13＋9＝30人

この人数の割合（相対度数）は
　30÷50＝0.6
　　　よって60％

83 q

サ



問題

2022宮崎



2022宮崎

20人の中央は20÷2＝10なので10番目と11番目

ウについては、階級の幅がわかっているだけなので、
最小値と最大値を特定することはできない

3 36 4
1 1

1
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2022鹿児島

問題



2022鹿児島
表から100人のうち60分以上の人数は27＋13＝40人
　この割合（相対度数）は40÷100＝0.4

したがって、1200人のときも割合は0.4になると推定でき
るので、x人÷1200人＝0.4
　　　　x＝1200×0.4
　　　　x＝480人

リ



2022鹿児島

問題



2022鹿児島


